
 

 

  
 

私
た
ち
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
日
本
軍
戦
時
性
暴
力
被
害
者
問
題
の
解
決
を

求
め
て
、
取
り
組
ん
で
き
た
団
体
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

橋
下
徹
大
阪
市
長
は
五
月
一
三
日
記
者
会
見
で
、
「
従
軍
慰
安
婦
制
度
は
必
要
だ
っ
た
」
と
容
認
す
る
考
え
を

表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
暴
行
、
脅
迫
を
し
て
拉
致
し
た
事
実
は
な
い
」
さ
ら
に
「
慰
安
婦
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
方
に
は
心
情
を
理
解
し
て
優
し
く
配
慮
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
発
言
は
歴

史
的
事
実
に
反
す
る
ば
か
り
か
、
全
て
の
人
間
の
人
権
を
蹂
躙
し
て
い
ま
す
。
被
害
者
の
方
々
の
尊
厳
を
さ
ら
に

踏
み
に
じ
り
、
苦
し
め
る
こ
れ
ら
の
発
言
を
、
私
た
ち
は
到
底
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

日
本
政
府
の
公
式
立
場
で
あ
る
「
河
野
談
話
」
を
否
定
す
る
発
言
を
繰
り
返
す
橋
下
氏
に
は
、
首
長
の
資
格
は

あ
り
ま
せ
ん
。
市
長
の
座
を
即
刻
お
り
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
被
害
者
を
傷
つ
け
る
こ
れ
ら
の
発
言

を
撤
回
し
、
謝
罪
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

 

二
〇
一
三
年
五
月
一
五
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公
益
財
団
法
人 

日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会 

 
 

理
事
長 

 
 
 

佐
竹
順
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性
・
人
権
部
門
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高
橋
喜
久
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市
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様 


